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研究成果の概要（和文）： 災害時に混乱せずに活用できることを目指して、2 つの看護記録シ

ートを開発した。このシートを評価したところ、住民の 92.7%が、自分の健康状態を伝えるこ

とに役立つと回答していた。また、看護職者の 94.3%が、緊急に支援が必要な人を、および、

96.2%が、継続的に支援が必要な人を、それぞれ把握することに役立つと回答していた。東日

本大震災では、日本医師会の災害医療チームが、この看護記録シートを用いて避難所の支援活

動を行った例がみられ、実際に被災者支援に役立てることができた。 

 
研究成果の概要（英文）： We developed two nursing record forms to be used in evacuation 

shelters, to support inexperienced nurses who have not yet worked in a disaster site. In an 

assessment of the subjective symptoms, 92.7% of the subjects answered that nursing record 

forms would be useful. Then, in assessing the victim's emergency and support needs, 94% 

to 96% of the nurses answered that these nursing record forms would be useful. During the 

Great East Japan Earthquake, a member of Japan Medical Association Team (JMAT) used 

our nursing record forms in evacuation shelters.  
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１．研究開始当初の背景 

 

 看護職者は、災害による混乱した状況の中
で、救護所の医療班の一員としての救命活動
が求められると共に、公衆衛生活動の観点か
らも、医療依存度の高い住民の把握や、被災
者の健康管理、避難所の環境整備、災害関連
死の予防といった、多くの役割が同時に求め
られる。しかしながら、大規模災害の発生直
後には、幹線道路の寸断、交通渋滞、職員自

身や家族の被災といった様々な理由によっ
て、出勤できる人数が大幅に少なくなる上に、
救急対応が必要な時期と、圧倒的多数の被災
者が避難所を訪れる時期が重なるために極
端なアンバランスが生じ、対応を一層困難に
する。 

 こうした悪条件の中で、できるだけ混乱せ
ずに各種の判断に必要な情報を把握して、迅
速に内外に支援を要請することが求められ
ている。我々は、災害時に用いられる看護記
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録に着目し、記録の仕方を見直すことによっ
て、支援を要請する際の迅速な判断につなげ
たり、初動期の混乱を乗り切ることができな
いかと考えて、これまで研究を行ってきた。 

 中瀬 ( 中瀬克己 日本集団災害医学会誌, 

13(1), 61-122, 2008 ) は、地震被害後にどの
ような保健ニーズがあり、かつそのニーズが
時間的にどのように変化し、どのように供給
され、どこに過不足があったかという記録は、
災害への備えのために非常に有用であると
述べており、災害時に記録を残すことの大切
さと、その情報を分析して新たな災害に備え
るために役立てることの大切さを訴えてい
る。また、公衆衛生対応の課題として、現在、
災害時のサーベイランス(定点の疾病監視)は
十分ではなく、わが国の課題の一つであると
述べている。したがって、災害時に行われた
公衆衛生活動を記録する必要があるものの、
現在、大きな研究課題として残っている。 

 また、災害時の情報を広く把握し、迅速な
支援に結びつけることを目的として、厚生労
働省が中心となり、広域災害救急医療情報シ
ステムが開発されている。広域災害救急医療
情報システムは、災害派遣医療チーム
(DMAT)の活動に使用されており、近年の災
害において大きな成果をもたらした。 

 しかしながら、関谷 ( 関谷直也, インター
ナショナルナーシングレビュー, 2005年臨時
増刊号, 28-33, 2005 ) は、電話回線の途絶や
停電、非常用電源に余裕がない、情報入力の
人手がないなどの様々な理由で、被害が大き
い地域では、ほとんど情報が入力・発信され
ないため、役に立たなかったと述べている。
また、危機管理的な発想として、特に情報面
で重要なことは、通信手段が麻痺している時
の情報伝達の手段の確保、電源、情報システ
ムが被災した時の対応であると述べており、
停電や通信手段に被害が及んだ場合を想定
した情報把握が、大きな課題として残ってい
る。 

 そこで我々は、上記の問題を踏まえて、(1)

避難所に住民が殺到している場面でも役立
つ、(2)停電や通信途絶した状況でも無理なく
記録を残せる、(3)避難所での活動経験の乏し
い看護職者が活動するのに役立つことを目
指し、看護記録シートの開発を試みた。また、
こうした開発の中で、多くの提案や修正の要
望が寄せられており、実践的な場面で意見を
求める必要性が生じていた。 

 

２．研究の目的 

 

 災害看護研究の難しさは、災害が発生する
まで待ち、発生時に被災地に入って研究協力
を要請して、看護職者や関係者の同意のもと
で研究を開始することが、被災地の心情など
を考慮するとできない点にある。 

 したがって、模擬体験ができる場を用意し、
模擬体験を通じて実践的な評価を行うこと
が必要になる。そこで本研究では、つぎの３
点の実現を目指して研究を遂行することを
目的とする。(1)被災者を評価して、看護記録
を行い、必要な判断を下すといった一連の行
為を模擬体験できる実践的な方法を開発す
る。(2)模擬体験ができる場を用意して、看護
職や住民の意見を集めて評価を行い、看護記
録シートの完成を目指す。(3)大規模災害に備
えて、研究成果をまとめ、成果の普及に努め
る。 

 

３．研究の方法 

 
 災害時に必要な判断を下すまでの一連の
行為を、看護職者が模擬体験できる実践的な
方法としては、2人 1組で看護師役と被災者
役に分かれて、ロールプレイを行うことで実
現できるのではないかと考えた。つまり、被
災シナリオに書かれた様々な状況を設定し
たり、途中で看護師役と被災者役が交代しな
がらロールプレイをすることで、被災者の立
場と看護師の立場の両方を体験的に理解で
きるようになり、実践的な場面で意見を求め
られるようになると考えた。そこで、過去の
災害について情報を収集し、実際に生じた具
体的な事例や問題点を整理して、被災シナリ
オの開発を行った。 
 つぎに、住民への調査については、防災関
連イベントが地域で開催されているため、こ
の防災関連イベントを利用して、調査を行な
うこととした。調査では、大規模災害時を想
定して、看護職者が配置されていない避難所
において、住民自身の手で看護記録シートに
記入をしてもらうことによって、意見を求め
るという形で評価を行った。 
 評価は、「はい」、どちらかといえば「はい」、
どちらかといえば「いいえ」、「いいえ」の 4
択式を用い、無記名で回答してもらった。調
査では、(1)文字の大きさ、(2)表記されてい
る文章の適切性、(3)自分の健康状態を伝え
ることができるかどうか、(4)記載にあたり
手助けが必要かどうか、といった内容につい
て評価をしてもらった。 
 看護職者に対しては、模擬体験ができる場
として研修会を設定し、開発した被災シナリ
オを用いて、そこに書かれた様々な状況を設
定しながら、必要な判断を下すまでの一連の
行為を体験してもらうことで、実際に看護記
録シートに記入しながら評価を行った。 
 評価は「そう思う」、「ややそう思う」、「や
やそう思わない」、「そう思わない」の 4択式
で、無記名で回答してもらった。調査では、 
(1) 避難所での活動経験の乏しい看護職が
活動するのに役立つか、(2) 別の災害支援チ
ームと交代する時の引継ぎに役立つか、(3) 



 

 

無理なく記録を残すために役立つか、(4) 住
民や看護職が利用する上で項目の数は適度
か、(5) 住民や看護職が利用する上で質問の
内容は適切か、といった内容について評価を
してもらった。 
 また、その他に、(6)住民が避難所に殺到
している場面で活動するのに役立つか、(7) 
緊急・継続的に支援が必要な人を把握するこ
とに役立つか、(8) 重複した質問を住民にし
ないために役立つか、(9) 避難所で必要な活
動内容を把握するのに役立つか、(10) 避難
所の居住環境・食事環境・衛生環境を改善す
るために役立つか、(11) 避難所で感染対
策・疾病予防対策をするために役立つか、と
いった内容についても評価をしてもらった。 
 
４．研究成果 
 
(1) 開発した看護記録シートについて 
 
 避難所で活用する看護記録シートを開発
するにあたり、我々は、避難所で活動する際
に直面する問題点を、つぎの 3つに整理した。
そして、それぞれの解決方法を検討して、看
護記録シートの開発を行った。 
 
① リソース不足の問題とその対処 
 大規模災害の発生直後には、出勤者が限ら
れ、少人数しか動けなくなるという時期と、
避難者数がピークを迎えるという時期が重
なるという問題が生ずる。 

 この点については、例えば避難所に来る住
民は、病院の患者とは異なり、日常的に看護
上の問題を抱えている人々ばかりではない
点に着目した。つまり、圧倒的多数の住民の
中から協力者を集い、住民自身が看護記録シ
ートを活用することによって、緊急または継
続的に支援が必要な人を把握できるのでは
ないかと考え、そのような自己評価機能を持
たせることができるように、看護記録シート
の開発を行った。 
 具体的には、記録方法としてマーク―シー
ト形式を採用し、看護職者だけでなく、被災
者や付き添いの人など、誰でも記入できるよ
うにした。また、このマークシート方式は、
紙を用いた記録であり、停電時でも通信途絶
時でも情報の蓄積が可能であることと共に、
電源が回復した時や通信可能になった時に
は、さらにコンピュータを利用して情報を整
理できることも、大きな利点となっている。
また、普通紙と汎用のイメージスキャナーを
用いた方式を採用することで、被災地内外の
普通のプリンターで印刷したものを、被災地
に持ち込んで利用できることも利点となっ
ている。 
 
② 看護職者自身の問題とその対処 

 多くの看護職者は、災害に対する活動経験
が乏しく、災害時の対応に慣れていない看護
職が活動しなければならないという問題が
生ずる。また、災害派遣ナースとして派遣さ
れる看護職者の多くは、日頃は病院業務を主
体としており、避難所などで求められる公衆
衛生活動との違いに戸惑うことがあるとい
う問題が生ずる。 
 この点については、災害に対する活動経験
が乏しくても、混乱せずに対応できるように、
初動期から中期に必要とされる活動内容を
厳選し、看護記録シートから、今何をすべき
かが理解できるようになることを目指して
開発を行った。 
 具体的には、「被災者のアセスメントシー
ト」には、要援護者の把握(緊急支援、継続
的な支援)といった活動と、健康状態の把握、
慢性疾患等の悪化の判断につながる項目を
厳選した。また、「避難所の環境整備シート」
には、避難所で求められる公衆衛生活動とし
て、支援物品・支援サービスの不足、避難所
の生活環境の改善、疾病予防行動、感染予防
行動に関する項目を厳選した。さらにマーク
の位置について、「実施」「充足」「あり」と
いう望ましい状態を左側、望ましくない状態
を右側に配置することで、左側にマークがつ
くことを目標に行動すれば良いことが、誰で
も分かるように開発を行った。 
 
③ 記録上の問題とその対処 
 複数のボランティア組織が活動したり、看
護職者が交代したりする際に、引き継ぎがう
まく行われず、住民に重複した質問をしてし
まうという問題が生ずる。とくに、活動する
ために派遣されているため、活動を優先する
余り、記録が残りにくくなっていることが問
題となっている。 
 この点については、上述したとおり、記録
方法としてマーク―シート形式を採用し、さ
らに、記録をつけることで活動に必要な判断
を下せる様に設計することで、記録と活動が
一体となって無理なく記録が残せるように
なることを目指して開発を行った。なお、マ
ークシート形式では記入できない様な内容
については、裏面に自由に記載するようにし
て、できる限り記録物が散逸しないようにし
たことや、活動と直結しない項目や、後日指
示される内容を極力省き、項目数を減らすこ
とで、無理なく記録が残せるようにした。 
 
(2) 看護記録シートの評価結果 
 
① 地域住民による評価 
 地域で開催された 2つの防災関連イベント
において、地域住民を対象として、開発した
「被災者のアセスメントシート」の評価を行
った。調査に協力が得られた住民は総計 303  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 被災者のアセスメントシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 避難所の環境整備シート 
 

図 1、図 2 は http://www.coe-cnas.jp にて
公開しており、Webにて入手可能である 

名、平均年齢は 50.5歳(標準偏差 23.1歳)で
あり、7歳から 86歳までの幅広い年齢層から
回答が得られた。 
 評価結果として、「はい」、および、どちら
かと言えば「はい」を合算すると、文字の大
きさについては、92.7%が読むことができる
と回答していた。また、表記されている文章
については、少なくとも 82.2%以上が適切で
あると回答していた。 
 自分の健康状態については、92.7%が伝え
ることに役立つと回答していた。また、記載
にあたっては、90.4%がマークシートを塗り
つぶすことができると回答していた。ただし、
41.0%が、記入する上で誰かの手助けが必要
と回答していた。さらに、37.1%が、記入す
る上で専門家(保健師などの医療スタッフ)
の手助けが必要と回答していた。反対に、
83.5%は、記入する上で誰かの手助けをする
ことができると回答していた。 
 以上より、看護職者が配置されていない避
難所を想定し、住民自身の手で「被災者のア
セスメントシート」に記入する場面を設定し
て調査を行ったところ、59.0%は、一人で記
入することができ、また、62.9%は、誰かの
手助けがあれば記入することができること
が分かった。 
 
② 看護職者による評価 
 つぎに、看護職者を対象として研修会の場
を 2つ設定し、被災者を評価して、看護記録
を行い、必要な判断を下すといった一連の行
為を模擬体験してもらうことで、「被災者の
アセスメントシート」、および、「避難所の環
境整備シート」の評価を行った。 
 2 つの研修会において、調査に協力が得ら
れた看護職は総計 157名で、平均年齢は 37.1
歳(標準偏差 8.1 歳)、23 歳から 57 歳の方か
ら回答が得られた。看護職としての経験年数
は平均 14.3年(標準偏差 8.9年)、2.5年から
48.5年であった。看護職としての主な活動領
域は、看護師が 150 名(95.5%)、保健師 3 名
(1.9%)、助産師 4名(2.5%)であった。災害時
に何らかの活動経験がある者は 47名(29.9%)
で、東日本大震災での活動経験がある者は 31
名(19.7%)であった。 
 「被災者のアセスメントシート」の評価に
ついては、「そう思う」、および、「ややそう
思う」を合算すると、96.8%が避難所での活
動経験の乏しい看護職が活動するのに役立
つと回答していた。また、98.1%が別の災害
支援チームと交代する時の引継ぎに役立つ、
96.8%が無理なく記録を残すために役立つと、
それぞれ回答していた。項目の数については
90.4%が、および、質問の内容については
94.9%が、それぞれ適度であると回答してい
た。 
 さらに、98.7%が自分の健康状態を住民が



 

 

看護職に伝えることに役立つ、87.8%が住民
が避難所に殺到している場面で活動するの
に役立つ 、94.3%が緊急に支援が必要な人を
把握することに役立つ、96.2%が継続的に支
援が必要な人を把握することに役立つ、
94.9%が重複した質問を住民にしないために
役立つと、それぞれ回答していた。 
 つぎに、「避難所の環境整備シート」につ
いては、同様に、97.4%が避難所での活動経
験の乏しい看護職が活動するのに役立つと
回答していた。また、96.1%が別の災害支援
チームと交代する時の引継ぎに役立つ、
98.1%が無理なく記録を残すために役立つと、
それぞれ回答していた。項目の数については
94.9%が、および、質問の内容については
94.9%が、それぞれ適度であると回答してい
た。 
 さらに、97.4%が避難所で必要な活動内容
を把握するのに役立つ、98.7%が避難所の居
住環境を改善するために役立つ、95.5%が避
難所の食事環境を改善するために役立つ、
97.4%が避難所で衛生環境を改善するために
役立つ、97.4%が避難所で感染対策／疾病予
防対策をするために役立つと、それぞれ回答
していた。 
 以上の結果は、東日本大震災での活動の有
無を含め、災害時の活動経験の有無で比較し
ても、違いはみられなかった。これは、本研
究によって、一連の行為を模擬体験した看護
職者と、実際に災害時の支援活動を経験した
看護職者とで、差はみられなかったことを意
味しており、一連の行為を模擬体験できる実
践的な方法を開発するという目標について
は、達成できたのではないかと考えている。
また、本研究で開発した看護記録シートにつ
いては、住民、および、看護職者のどちらに
おいても高い評価が得られていたことから、
大規模災害時の看護記録として、活用するこ
とができると考えている。 

 
(3) 東日本大震災での活用 
 
 本研究では、多くの看護職者は、災害に対
する活動経験が乏しく、災害時の対応に慣れ
ていないことや、大規模災害時には特に人手
不足に陥りやすいこと、通信手段が麻痺した
り、停電により、情報機器が利用できなくな
ったりするなど、様々な問題や状況を想定し
て、情報の入手、伝達、分析、指示の一連の
連携がスムーズにとれるような、看護記録シ
ートの開発を目指すものであった。 
 こうした研究を遂行している途中であっ
たが、平成 23年 3月 11日に、東日本大震災
が発生し、上述した状況になった。そこで、
開発していた看護記録シートの公開・普及計
画の一部を、急遽、前倒しで実施することと
した。具体的には、「被災者のアセスメント

シート」と「避難所の環境整備シート」を 3
月 14 日から Web サイト上で一般公開し、さ
らに公開と同時に、災害看護の研究者等への
メールによる配布や情報提供、ツイッター上
での情報提供など、様々なアプローチによっ
て情報提供に努めた。 
 その結果、日本医師会の災害医療チーム
(JMAT)の一員が、避難所の巡回診療のために
活動した際に、被災者の問診票として用いた
例などがみられた。これらを通じて、自発的、
かつ、具体的に避難所における支援活動に活
用され、被災者の支援に役立てることができ
た点が確認された。 
 また、Web サイト上で公開した看護記録シ
ートのダウンロード件数は、公開から 5日間
までを集計期間として区切ると、1日平均 554
件に達していた。使用したいとの問い合わせ
も寄せられ、社会的なニーズの高さが伺えた。 
 なお、東日本大震災では、災害支援活動に
対して、救護や救急搬送トリアージをイメー
ジする者が多く、慢性疾患に対応することに
戸惑いがみられていたことが報告されてい
る。本研究の成果が普及していれば、こうし
た戸惑いをなくすことができたのではない
かと思われる。したがって、本研究をさらに
発展させることによって、慢性疾患に対応し
た災害支援活動のあり方などを含め、さらに
災害看護学に貢献していくことができるの
ではないかと考えている。 
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